
ご受診に関するお知らせ

ご受診に関する注意事項について、以下のとおりご案内いたします。

当日持参していただくもの

1. 受診票右上記載の【今回の検査項目※】に

胃部X線（バリウム）・腹部超音波のある方

2. 受診票右上記載の【今回の検査項目※】に

胃部X線（バリウム）・腹部超音波のない方

お食事の制限について（血液・尿検査を含まない方は対象外です）

規定時間以降に飲食をされた場合は、正しい検査が実施できませんので必ずお守りください。

裏面もございます

午前から受診される方：
• 前日夜9時以降の飲食を控えてください。
• 当日は絶食でお越しください（朝食、タバコ、飴も不可）。

午後から受診される方：
• 前日の夕食は普段通りで構いません。
• 当日は、検査受付の６時間前までに、耳を取った食パン1枚（バター等不可）と、

砂糖・ミルクを入れない紅茶またはコーヒー1杯程度は可。
• 朝食後は絶食でお越しください。

• 当日は最低でも6時間以上の絶食をお願いします。
• タバコ、飴も控えてください。

3. 水分補給について

• 脱水予防のため、受付時間の2時間前までは水（コップ1杯程度／200ml）の摂取が可能です。

4. 服薬について

• 中止できない薬（降圧剤や心疾患薬）は、起床時に水で服用可能です。
• 糖尿病治療薬（内服薬・インスリン）は、低血糖防止のため当日は服用・使用を控えてくださ

い。
• SGLT２阻害薬（糖尿病治療薬）は、血糖低下の恐れがありますので絶食での服用は中止し、

検査が終了し必ず食後に薬を服用するようにお願いします。

• 健康診断受診票及び問診票（問診等をご記入いただき同封物と一緒にご持参ください）

以下のものは、対象の方のみご持参ください。

• 採取容器（検査項目に含まれている方は必ず事前採取の上ご持参ください）

• 便潜血検査の対象者は、健診日を含め5日以内に採取したものをご提出ください。
※採取方法は、検査キットに同封の案内をご確認ください。

• 受診券・利用券
※お勤め先又は健康保険組合等により持参するよう連絡を受けている場合は必ずご持参ください。

※受診票右上に記載の【今回の検査項目】については、下記の見本をご参照いただき、内容をご確認
ください。

管理用



女性の方へお願い

◼ 生理中の方

検査実施における注意事項

健診に関するお問い合わせ

オリエンタル大阪健診センター

TEL：06-6266-6441（平日8：30～17：00）

受診にあたっての注意事項

1. 以下の症状がある方は、事前に日程変更をお願いします。
（体調不良、発熱、咳、喉の痛み、倦怠感、鼻水、頭痛、筋肉痛、下痢、吐き気、味覚・嗅覚異常
など）

2. 体調不良や問診内容によっては、医師の判断で受診不可となる場合がございます。

3. 胸部X線検査は金属類や厚手の衣類は画像に写り診断の妨げとなるため、ワイヤー入り下着・カップ
付きインナー・ネックレス・湿布等は外していただきます。無地のTシャツでお越しください。

4. 検査を一部中止した場合、健診費用の一部または全額が自己負担になることがあります。

5. 「眼圧」「眼底」検査のため、眼鏡やコンタクトを外していただきます。
※ケース・洗浄液をご持参ください。

◼ 妊娠中又は妊娠の可能性のある方は、受付でお申出下さい。

• 子宮頸がん検査及びCA125（卵巣腫瘍マーカー）はお勧めできません。事前に日程変更をお願
いします。

• 尿検査および便潜血検査は可能ですが、判定に影響が出る可能性がありますので、できるだけ
別日でのご予約をおすすめします。

当センター
ホームページ

◼ 胃部X線検査
以下に該当する方は検査を受けられない場合があります。
妊娠中またはその可能性、当日の血圧が180/110mmHg以上、水分制限がある、体重120kg以上、
バリウムアレルギー、腸閉塞の既往、胃の手術歴がある方など

◼ 肺機能検査
当日の血圧検査値が180/110mmHg以上の方は、医師の判断により受けられない場合があります。

◼ 持続グルコース測定器・インスリンポンプをご使用の方
持続グルコース測定器およびインスリンポンプを装着したままでは、機器の誤作動や故障のおそれが
あるためX線を利用した検査（レントゲン・CT・マンモグラフィ等）を受けていただくことができま
せん。検査前に取り外しが必要となります。取り外しができない場合は、該当検査は中止となります。
脱着方法や受診の可否については、必ず事前に主治医へご相談ください。

◼ 採血に関するご案内
安全に配慮して採血を行っておりますが、医療行為の特性上、まれに痛み・内出血・しびれ・
気分不良などが生じることがあります。多くは一時的に軽快します。採血中に違和感や体調不良を感
じられた場合は、我慢なさらずすぐに職員へお知らせください。

◼ その他
体調不良や問診内容によっては、医師の判断で受診不可となる場合があります。
AGA治療薬を服用中の方はPSA値が実際より低く測定され前立腺がん検診の判定に影響する可能性が
あるため、主治医に相談してください。
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